
心理学研究からみえてきた
自閉スペクトラム症の実像

第１部では、心理学の研究から明らかとなった自閉スペクトラム症の方たちの特徴をご報告します。また、

発達障害の診断と治療に長年携わっている医師からは、最新の医療と支援に関する情報をお伝えします。

第２部では、第１部の内容を踏まえ、受講者の皆様と共に具体的な支援について考えていきたいと思います。

2023年度 十文字学園女子大学 特別支援教育研究所 公開講座

診断基準の変更により、自閉症とアスペルガー障害の区別はなくなり、総称して自閉スペクトラム症と呼ばれ

るようになりました。研究も幅広く行われ、かつての自閉症像とは異なった新たな知見が蓄積されつつあります。

しかし、依然としてかつての自閉症像に基づいた支援が行われてはいないでしょうか？

 たとえば、人の表情を読み取ることが苦手とか、ことばを字義通りに解釈するとか、また、支援には得意な視覚

情報を活用するといったことは、現在もすべての自閉スペクトラム症の方に通用するのでしょうか？

日  時：2023年11月19日（日）14時～16時（開場13時30分）

対  象：発達支援に携わる方、保育士、教諭、保護者の方など

定  員: ５０名（先着順）

受 講 料：無料

会  場: 十文字学園女子大学

講  師：伊藤恵子（十文字学園女子大学名誉教授・特別支援教育研究所客員研究員）

池田まさみ（十文字学園女子大学心理学科教授）

小林春美（東京電機大学理工学部特定教授）

安田哲也（東京大学大学院総合文化研究科特任研究員）

高田栄子（埼玉医科大学総合医療センター小児科准教授）

第 1 部：14時～

１）自閉スペクトラム症と心理学

２）最新の医療と支援

第 ２ 部：15時30分～

支援のあり方について考える



講師プロフィール

池田まさみ （十文字学園女子大学心理学科教授）

専門は、認知心理学、実験心理学。 お茶の水女子大学大学院 人間文化研究科修了 博士（学術）。 人間の視覚認知や思考の

メカニズムを探る研究の他、子ども向けの心理学実験教材の開発などにも携わっている。 主な著書（編著・監修）に、『イラスト

でサクッとわかる！ 認知バイアス』（プレジデント社）、『Newton 別冊 バイアスの心理学』（ニュートンプレス）など。 2018年

より、認知バイアスを紹介した HP『錯思コレクション100』を公開。

申 込 方 法

伊藤恵子 （十文字学園女子大学名誉教授・特別支援教育研究所客員研究員）

専門は、発達臨床心理学。東北大学大学院 教育学研究科 博士後期課程修了 博士（教育学）。自閉スペクトラム症の方の

コミュニケーション支援のための基礎研究および、特別支援学校教員、保育士、臨床心理士、公認心理師等の養成に携わる。

主な著書（単著）に、『教育・保育・子育て支援のための発達臨床心理学』（文化書房博文社）、 『自閉症児の語用論的能力に

関する実証的研究』（風間書房）など。2022年より、さいたま市内の「コンドウハウス」において発達サポート講座などを開始。

安田哲也 （東京大学大学院総合文化研究科特任研究員）

専門は、発達認知科学。東京電機大学大学院 先端科学技術研究科修了 博士 (情報学)。ジェスチャーや視線等の非言語的

情報がどのように言語獲得に寄与しているのかを調べており、現在は「言わないこと」がどのように表現されるのかに関して

研究を行っている。最近では、Journal of Experimental Psychology: Learning, Memory, and Cognition(アメリ

カ心理学会出版:APA)に意図共有と言語獲得に関する学術論文が掲載された。

高田栄子 （埼玉医科大学総合医療センター小児科准教授）

大分医科大学（現 大分大学医学部）卒業。1991年より、埼玉医科大学総合医療センター小児科勤務。小児科専門医、

小児神経専門医、社会医学系専門医・指導医。外来では、発達障害、重症心身障害、小児在宅医療、てんかんを中心に診療。

この講座の一部は日本学術振興会の科学研究費（JSPS科研費 JP21K02387, JP22H01015, JP23K02901,  JP20K03375）の助成を受けています。

問い合わせ先

十文字学園女子大学 特別支援教育研究所

〒352-8510 埼玉県新座市菅沢2-1-28

TEL：048-260-7729（直通）

TEL：048-477-0555 (代表)

E-mail: sec@jumonji-u.ac.jp

小林春美 （東京電機大学理工学部特定教授）

専門は発達心理学、言語心理学。アメリカ・メリーランド大学大学院発達心理学専攻で博士（Ph.D.)取得。指さしや視線など

非言語情報が言語発達に果たす役割を研究している。主な著書（編著・分担）は、『新・子どもたちの言語獲得』（大修館書店）、

『コミュニケーション発達の理論と支援』（金子書房）など。最近ではJournal of Child Language（ケンブリッジ大学出版局）

に言語発達に関する学術論文が掲載された。

以下のQRコードから11月10日（金）までにお申し込みください。

先着順（定員50名）とさせていただき、定員を超えて

お断りする場合のみ、ご連絡いたします。

メール（sec@jumonji-u.ac.jp）でのお申込の場合は、

「公開講座申込」とご記入の上、

①お名前（ふりがな）②連絡先（E-mailか電話） ③お住まい市町村 

④ご職業  ⑤講座へのご要望 などをお知らせください。
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